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DIC６４１

●使用前にはラベルをよく読んでください。　●ラベルの記載以外には使用しないでください。　●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。　●防除日誌を記帳しましょう。

●有効成分 ： ピリミノバックメチル･･･0.83％
                  ブロモブチド･･･17.0％
                  ベンスルフロンメチル･･･1.3％
                  ペントキサゾン･･･2.8％
●人畜毒性 ： 普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）

適用雑草及び使用方法

標準的な使用時期

特  長
●ノビエを始めとする水田一年生雑草からホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ、クログワイ、オモダカ等の多年生雑草
を含む広範囲の雑草にも有効です。
●スルホニルウレア系除草剤抵抗性（SU剤抵抗性）のホタルイ、アゼナ類、ミゾハコベ、コナギ等の雑草に高い効果
を示します。
●水稲に対する安全性が高く、田植同時処理が可能です。
●直播水稲に使用できます。

※各有効成分を含む農薬の総使用回数：ピリミノバックメチル2回以内、ブロモブチド2回以内、ベンスルフロンメチル2回以内、ペントキサゾン2回以内

原液湛水散布

田植同時散布機で施用一年生雑草及び
マツバイ、ホタルイ、ウリカワ、ミズガヤツリ
ヘラオモダカ、ヒルムシロ、セリ、クログワイ
オモダカ、シズイ、アオミドロ・藻類による表層はく離

一年生雑草及び
マツバイ、ホタルイ、ミズガヤツリ
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1回※500mℓ

移植直後～ノビエ3葉期
但し、移植後30日まで

移植時

稲1.5葉期～ノビエ3葉期
但し、収穫90日前まで

適用雑草名 使用時期
10アール
当　り
使用量

本剤の
使用回数 使用方法

作
物
名

は種代かき 稲1.5葉期 ノビエ２．５葉期 ノビエ3葉期

▲
収穫90日前まで

散布最適期

田植え代かき ノビエ２．５葉期 ノビエ3葉期5日後

▲
移植後30日まで

散布最適期

移植時

    使用上の注意
●本剤の使用に当っては、使用前にボトルをよく振ってく
ださい。
●本剤は雑草の発生前から生育初期に有効なのでノビ
エの3葉期までに、時期を失しないように散布してくだ
さい。なお多年生雑草は生育段階によって効果にふれ
が出るので、必ず適期に散布してください。ホタルイ、
ウリカワ、ミズガヤツリ、ヘラオモダカは2葉期まで、ヒ
ルムシロは発生期まで、セリは再生始期まで、オモダカ
は発生始期まで、シズイは草丈3cmまで、クログワイ、
アオミドロ・藻類による表層はく離は発生前までが散布
適期です。
●クログワイ、オモダカ、シズイは発生期間が長く、遅い
発生のものまでは十分な効果を示さないので、有効な
後処理剤と組み合わせて使用してください。
●苗の植付けが均一となるように代かき及び植付作業は
ていねいにおこなってください。未熟有機物を施用し
た場合は、特にていねいにおこなってください。
●散布の際は、湛水状態（水深3～5cm）で水の出入りを
止めて散布してください。また、極端な浅水や深水での
使用はさけてください。
●散布後3～4日間はそのまま湛水を保ち、田面を露出
させないように注意し、散布後7日間は落水、かけ流し
はしないでください。また、入水は静かにおこなってく
ださい。
●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからな

いようにしてください。
●以下のような条件下では薬害が発生するおそれがある
ので使用しないでください。
○砂質土壌の水田および漏水田（減水深2cm/日以上）。
○軟弱苗を移植した水田。
○極端な浅植えの水田および浮き苗の多い水田。
●直播水稲に使用する場合は以下に注意してください。
○発芽直後の稲に対して薬害を生じるおそれがあるの
で、適正な覆土をおこない、稲の1.5葉期以降に散
布してください。

○稲の根が露出した条件では薬害を生じるおそれがあ
るので使用をさけてください。

○除草効果の低下と生育抑制の薬害が発生するおそ
れがあるので、入水後水持ちの安定した後に散布し
てください。

●散布後の数日間に著しい高温が続く場合、初期生育が
抑制されることがありますが、一過性のもので次第に
回復し、その後の生育に対する影響は認められていま
せん。
●本剤を散布した水田の田面水を他の作物に灌水しな
いでください。
●河川、湖沼、地下水等を汚染しないよう、落水、かけ流し
はしないでください。
●本剤はその殺草特性から、いぐさ、れんこん、せり、くわ
いなどの生育を阻害するおそれがあるので、これら作
物の生育期に隣接田で使用する場合は十分に注意し

てください。
●散布器、ホース、ノズル、タンク等の器具は使用後速や
かに十分に水洗し、洗浄液は水田内で処理してください。
また、使用した機器等は水稲用薬剤以外に使用しない
でください。
●本剤の使用に当っては使用量、使用時期、使用方法など
を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合や異
常気象の場合には、病害虫防除所等関係機関の指導を
受けることをお勧めします。

    安全使用上の注意
●散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業
衣などを着用してください。作業後は直ちに手足、顔な
どを石けんでよく洗い、うがいをするとともに衣服を交
換してください。
●作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗
濯してください。
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
●水産動植物（藻類）に影響を及ぼすので、河川、養殖池
等に飛散、流入しないよう注意して使用してください。
●散布後は水管理に注意してください。
●散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないでく
ださい。また空容器、空袋等は水産動植物に影響を与え
ないよう適切に処理してください。
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